飛島探鳥会御礼

今年も５月のゴールデンウイークの最後に飛島に大勢の仲間と行ってしまいました。一度行ったら病み付きになってしまいました。日本海に浮かぶ小さい島にあれほど多くの野鳥たちが集まり、そしてどんどん飛び去るという光景を目に出来る場所はそうは無いと思います。冬鳥と夏鳥が同時に身じかに見られるのですから応えられませんね。海の鳥、山の鳥、里の鳥、珍鳥などぞろぞろ出てくるのですから、どれが珍鳥か普通の鳥かも分からなくなります。先に行ったチームから、どこどこには何が出るよ、あそこには何が出るよと言われて行ってみても、みんな同じ鳥に見えてしまい、声もいろいろと鳴き交しているのに識別が分からないという始末でした。沢口旅館の皆さんには大変お世話になりました。

今年も川崎さんと千代田生物の会の方々の参加を得て、大勢の参加者で行きました。そのほか、私の友人も何人か参加しました。鳥好きばかりではなく、写真を撮る趣味の友人も参加して大変喜んでおりました。

着いた日は、波が荒くて、船が欠航になりどうしようかと思いましたが、酒田市内見物に切り替え、酒田市美術館の光と影のシンホニー「藤城清治の世界展」の見学、本間美術館での古美術品の展示を見たあと、本間家旧別荘に上がり見学、東北地方最大の、東北銘醸㈱での酒蔵見学。帰りにはお土産に純米吟醸「初孫」を２本もお土産にいただきました。

土門拳記念館では企画展として「筑豊のこどもたち」が見られました。報道写真の鬼と言われた土門拳の最初の頃の写真を見ることが出来ました。その記念館の帰りに、多くの仲間は、クロツグミやマミチャジナイなどを見られました。

かんぽの宿では緊急な宿泊にもかかわらず、暖かく迎えていただき、美味しい料理と初孫で楽しい食事が出来ました。欠航というパプニングにもかかわらず落着いて行動してくれた幹事の尾崎さんと長沼さんには敬服いたしました。なにがあっても「ついている」「ついてる」と言って前向きの考えで実行してくれました、本当にありがとうございました。
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